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文化祭と体育祭をあわせ
たようなスクールイベント。
バディと仲良しになれたき
っかけになった！

アンバサダー活動として、
学校で日本の緑茶の魅
力を解説する講座と、日
本語の授業で書道を教
える講座を実践。日本文
化の普及に努めました。

高1で留学を体験し
たので、高2では国
内の異文化を知り
たくて参加した農林
水産省の「聞き書
き甲子園」で特別
賞を受賞。

留学最後の授業のと
きに、クラスメイトがサ
プライズで送別会を
してくれて大泣き。帰
りたくなくなった。

ホストファミリーはお母さんがフィリピン人、お父
さんがボリビア人、ホストメイトはインドネシア人と
いう異文化交流ができる良い環境！

栄養学などを学んだ家庭科の教室。

※掲載内容は2024年10月時点の情報です。
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コンフォートゾーンから飛び出すことで、学校生活ではできない出会いや体験ができるのが留学。
その経験者たちに、リアルな留学ライフと気持ちの変化について語ってもらうシリーズです！

取材・文／長島佳子

小学生のころから漠然と国際機関で働きたい
と考えて高1でトビタテ！で留学。その経験から
ジャーナリズムに関心をもち、上智大学文学
部新聞学科に進学、現在は4年生。来春から
全国紙の新聞社で記者としての進路が内定
している。

安東里紗さん（22歳）
成城学園高校（東京・私立）卒業

 ［留学した年齢］
16歳
 ［留学した国］
ニュージーランド
 ［留学期間］
高校1年の7月から7週間
 ［留学内容］
栄養学、観光学、SDGsなど科目履修
 ［留学しようとおもったキッカケ］
東京しか知らない自分の視野を広げるた
め、インターネット検索で「トビタテ！留学
JAPAN 日本代表プログラム」＊を知った。
＊「トビタテ！留学JAPAN 日本代表プログ
ラム」 （以下、文中では「トビタテ！」）とは文
部科学省が官民協働で留学促進を展開す
るキャンペーンによる留学支援制度。

留学前 留学中 留学後

ホストファミリー
に悩みを聞いても
らいスッキリする

スクールイベン
トでバディと仲
良しになれた！

学校の友達が送
別会を開いてくれ
て、最高の夏に！

国内の異文化を知
るためにさまざまな
学外活動に参加

自分で見聞きした
ことを伝える、国際
的に活躍する新
聞記者になりたい
と進路が固まる

トビタテ！に合格し、
事前研修で同じ志の
トビタテ！生たちと夢
を語り合い、モチベ
ーションがMAXに

無事現地に到着！
ホストファミリーが
良い方々で挨拶
もちゃんとでき自
信がついた！

学校で栄養学、観光学、ダ
ンス、日本語、料理、SDGs
など多様な科目を学び、友
達もたくさんできた！

学校で緑茶や書
道、ホストファミリ
ーにはゆかたや日
本食の魅力を伝
えるアンバサダー
活動が好評！

出発直前に一人で海外
に行く現実を実感しホー
ムシックになって空港で
泣いてしまった

留学生のお世話役
のバディと意思疎通
がうまくできずホーム
シックに…

帰国日が迫るが
ニュージーランド
愛が深まり逆ホ
ームシックに

オークランドで物乞いの人に
話しかけられ、ニュージーラン
ドの知らなかった側面を見た
ことがショックでもあり、進路
選択への転機となる


